
編 集 後 記

コラム
No.05

九州歯科大学基金のお知らせ

「
か
ら
だ
の
衰
え
は
、

 

口
の
衰
え
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
！
」
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科
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種
連
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進
ユ
ニ
ッ
ト

教
授

　
藤
井

　
航

お

の
お

く
ち

人
間
は
年
齢
を
重
ね
る
た
び
に
円
熟
味
を
増
し
て
い
く

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、か
ら
だ
の
い
ろ
ん
な
機
能

は
衰
え
を
み
せ
て
く
る
よ
う
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

例
え
ば
、手
や
足
の
衰
え
を
感
じ
た
と
き
に
は
、散
歩
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
た
り
、ジ
ム
へ
行
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り

す
る
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。で
は
、口
や
の
ど
が
衰
え
る
と

いっ
た
こ
と
を
考
え
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
口
や
の

ど
は
食
事
や
会
話
な
ど
で
日
常
的
に
よ
く
使
う
場
所
な
の

で
、衰
え
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

近
年
、「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は「
滑
舌
が
悪
く
な
っ
た（
舌
が
回
ら

な
く
な
っ
た
）、食
事
中
に
ム
セ
や
食
べ
こ
ぼ
し
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
、噛
め
な
い
食
品
が
増
え
た
」と
いっ
た
、口
の

わ
ず
か
な
機
能
低
下
を
見
逃
す
と
、か
ら
だ
の
機
能
の
低
下

（
フ
レ
イ
ル
）を
引
き
起
こ
す
と
いっ
た
考
え
方
で
す
。つ
ま
り
、

か
ら
だ
の
衰
え
は
口
の
衰
え
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
旦
、衰
え
て
し
ま
っ
た
機
能
を
元
へ
戻
す
こ
と
は
難
し
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。い
つ
ま
で
も
口
か
ら

食
べ
る
た
め
に
も
、若
く
て
元
気

な
う
ち
か
ら
、で
き
れ
ば
子
ど
も

の
頃
か
ら
で
も
口
の
機
能
に
興
味

を
抱
き
、年
齢
を
重
ね
た
と
き
に

は
わ
ず
か
な
機
能
低
下
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
に
し
て
、そ
の
口
の
機

能
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

昨年は自治会の二大活動である「歯大祭」と「体育祭」が3
年ぶりに開催されました。コロナ禍で中止も覚悟して、実施
を目指し準備を続行した両イベントの実行委員長、自治会
長、そして参加した学生諸君に敬意を表します。さらに今年
は学生アンバサダーが結成され、到津の森公園さんのご協
力の下、初めての取材を実施して参加者一同、愛らしい動
物たちに癒されました。読者の皆さんにもこの癒しが届くと
良いなと思います。九州歯科大学は学生生活の日常を取り
戻すべく教職協働で取り組みを展開しています。

九州歯科大学広報誌

へのご意見・ご感想をお待ちしています。
［プラティス］「 」

e-mail:kikaku@kyu-dent.ac.jp
本誌についてのご意見・ご感想をメールにて
お寄せください。いただいたご意見は、今後
の広報誌編集の参考にさせていただきます。

九州歯科大学の情報は、
Web上でも
ご確認いただけます。
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表紙の写真は、特集で対談をお願いした「到津の森公園」の観覧車から眺めた景色です。大学本館と
附属病院の左奥に見える山は、和気清麻呂の伝説がある足立山です。麓の霊泉で清麻呂が足の傷を
治し、山に登ったことから名前が付いたといわれています。大学は街なかにあり、周辺には動物園や自
然にも恵まれ、九歯大生たちは豊かな環境で大学生活を過ごしています。

【表紙写真について】

【到津の森公園 名誉園長×学生インタビュー】

動物との向き合い方を考える
特集

■ 「広報学生アンバサダー」に委嘱状交付
■ ３年ぶりに歯大祭・体育祭を開催

詳しくは、HPを
ご確認ください。

公立大学法人 九州歯科大学 九州歯科大学基金事務局（担当：総務課）
〒803-8580  北九州市小倉北区真鶴2-6-1
TEL：093-285-3008　FAX：093-582-6000

1.グローバルな視野をもった医療人育成支援
海外の大学との連携強化および国際交流活動の
推進、学生国際交流活動推進プログラムの運用
支援

2.学生・大学院生・留学生の奨学金の確保
大学における奨学金の効率的かつ実効的な運用
支援。大学が主体的に運営するための基金の確保

3.大学主導のリカレント教育の強化
あらたな医療技術普及活動・歯科医療人再教育
活動の推進支援

取 り 組 み
本学の「新たな時代に対応できる柔軟な判断力と問題の自己
解決能力を有する創造的医療人を育成する」などをはじめとする、
数々の教育研究目標を達成するために、「国際的口腔保健活動の
フロントランナー育成」事業を現在展開しております。
その事業を支援することを目的として、九州歯科大学基金を創
設しており、令和4年12月31日までに、皆さまからいただきました
寄附の申し込み状況は、法人・団体様等より142件で寄附額
9,088,428円、個人様より199件で寄附額5,865,020円となり
ました。日頃より温かい御支援をいただき、心より御礼申し上げると
ともに、ここに御報告いたします。
本基金による「国際的口腔保健活動のフロントランナー育成」事
業では、具体的に右記のような取り組みを行ってまいります。

九州歯科大学基金へ多大な貢献をいただいたことを、ご報告します。

ご寄附に関する窓口

九州歯科大学附属病院

到津の森公園

九州歯科大学

九州歯科大学 副学長　木尾 哲朗
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［
プ
ラ
ティ
ス
］

医聖ヒポクラテスは、紀元前にギリシャのコス島のプラタナス（スズカケノキ）の木陰で弟子たちに医学・医術、医の倫理を説いた
といわれ、本学にはプラタナスの木とコス島から運んだ巨石があります。プラタナスの語源はギリシャ語の「platys（広い）」であり、
大きな葉や広がる枝に由来します。学生たちの豊かな成長と、九州歯科大学の繁栄を願い、「Platys」と命名しました。

広報誌タイトル
「Platys」の由来
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